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第９期 部員募集
写真を通じて富山市の魅力を発見・発信する写真部員を募集します。
市出身の写真家テラウチマサトさん(市政策参与)が講師を務めます。

対象者
・市内在住または市内で活動している方
・写真が好きで、富山市の魅力発信に携わってくれる方

※カメラの種類・撮影の技術は問いません。
※講座や企画の案内は、SNSのグループ機能を利用して
　行います。
※オンライン講座は、ウェブ会議「Zoom」を使用します。
※写真データの共有は、Googleドライブを使用します。

募集定員
130人程度　※応募多数の場合、新規参加者を優先して抽選。

費用
無料　※活動に応じて別途実費が必要になる場合があります。

講座
活動内容

★活動の中で撮影した写真は、市のプロモーションの一環で
　使用する場合があります。（AMAZING TOYAMAポスター
　や各種広告媒体での利用など）

₄月23日㈰までに、Eメール(件名「第₉期写真
部応募」)で、住所(番地不要)、氏名、年齢、電話
番号、オンライン開催時の参加しやすい時間
帯（午前・午後）を、広報課へ。
右のQRコードからも申し込みできます。

申込方法

活動スケジュール
日程 内容 実施方法

第₁回 ₅月14日㈰ オリエンテーション オンライン

第₂回 ₅月21日㈰ 午前：講座
午後：撮影会

現地開催
（八尾コミュニティセンター）

第₃回 ₆月18日㈰ 講座
（撮影会の講評）

オンライン

第₄回 ₇月22日㈯ 撮影会と講評 現地開催
（岩瀬カナル会館）

第₅回 ₈月27日㈰ 講座 オンライン

第₆回 ₉月30日㈯
10月₁日㈰

フォトフェスティバル
『フォトキト』

現地開催
（グランドプラザ）

第₇回 11月25日㈯ 撮影会 現地開催
（場所未定）

第₈回 ₁月 写真展（予定）
現地開催

（場所未定）

写真を通じて富山の魅力的なシーンを発信しています！
市では、AMAZING TOYAMA写真部員が撮影した写真を使って、さまざまなプロモーション活動をしています。

公式インスタグラム
「@AMAZING_TOYAMA_PHOTO」

日常にあふれる
富山の魅力を紹
介しています。

「@AMAZING TOYAMAポスター」
QRコードから
ポスター画像が
見られます。

身の回りに
“アメイジング”を見つけたら…

＃AMAZINGTOYAMAを付けて、
ぜひ投稿を!

＼フォローしてね／

撮影会

写真展示

事前提出した課題写真に対し、講師からの講評や部員
同士の意見交換を行います。

グループごとに市内各地に移動し、テーマに沿った写真
を撮影する課外活動です。

市の魅力を発信・発見することを目的としたフォトフェス
ティバル「フォトキト」で写真を展示します。

★オンラインは、午前・午後に分けて開催し、指定の時間に参加いただきます。

申し込み
フォーム

広報課　☎４４３－２０１8
Ｅ amazing@city.toyama.toyama.jp
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　はがきかＥメールで、答と郵便番号、住所、氏名、年齢、連
絡先（電話番号かメールアドレス）と「広報クイズ応募」と書
いて、広報課（〒９３０－８５１０　新桜町 7 －38）へ (₁人₁通 )。
広報とやまに対する意見・感想もお待ちしております。
締め切り▶₄月１4日㈮（必着）　Ｅ kouhou-01@city.toyama.lg.jp
賞　　品▶５００円分の図書カード（抽選で₅人）
当選発表▶賞品の発送で代えさせていただきます。

〇に入る文字は？

　美しい立山連峰を眺めること
ができる「立山あおぐ〇〇〇」の
追加地点が決定しました。

答  「〇〇〇」

前月の応募総数 293件（正解数289件）プラネタリウム前月の答え

　

とやま情報局

富山市長　藤井裕久
「四季折々の山の恵み」No.23

　晴れ渡った 2 月の休日、久しぶりの陽気に誘わ
れて愛犬と散歩に出かけた。田んぼの雪はすっか
り解けたとは言え、さすがに頬に当たる風はまだ
冷たい。いつもの目的地である川べりのお地蔵さ
んを目指し、グイグイと突進する彼に引っ張られ
て小走りに進んで行く。牛にひかれて善光寺参り
ならぬ、犬にひかれてお地蔵さん参りである。やが
てお地蔵さんに着くと、手を合わせる主人を尻目
に彼はいつものように満足げな顔をして田園風景
を眺めている。ふと川の土手に目を落とすと蕾

つ ぼ み

の
フキノトウが₂つ、ひょっこりと顔を出している。
もうすぐ春がやってくる、そう感じる瞬間である。
　さて、相変わらず遠くを眺める彼の視線の先に
は、田んぼ越しに残雪の里山が一望できる。冬から
春へと移り変わる季節、里山では雪の間の至る所
に春の代表的な山菜であるフキノトウが顔を出す。
桃の節句のころには食卓にフキノトウの天ぷらや
ふき味

み

噌
そ

が並ぶ。子どもの頃は、独特の香りと苦み
が嫌でお世辞でも美

お

味
い

しいとは思わなかったが、
この味が待ち遠しくなったのはお酒をたしなむよ
うになってからである。
　富山の里山には四季折々の自然の恵みがある。
春はフキノトウから始まり夏にかけては、コゴミ、

蕨
わ ら び

、ゼンマイ、ヨモギ、タラの芽、ウドなどが採れる。
今はもっぱら食べる専門だが、子どもの頃は家族
や友達と蕨やゼンマイを採りに行ったものだ。春
山は新芽が吹いて新緑のみずみずしい香りが実に
やさしい。鶯

うぐいす

の鳴き声も春山の風物詩だが、上
う

手
ま

く
鳴けない新参者もいたりする。
　かつては里山の竹林もよく手入れされていて、
筍
たけのこ

掘りにもしばしば出かけた。こやし袋に一杯分
採ったらその日は終了である。筍は、子どもの頃か
ら大好物であり、「食べ過ぎると腹痛になるからほ
どほどにしなさい。」と母によく注意されたものだ。
煮ても焼いても炒めても、炊き込みご飯にしても、
とにかく美味しい。個人的には卵とじがお薦めで
あるが、いずれにせよご飯にもお酒にもピッタリ
の一品である。
　初夏には蕗

ふ き

やシソのじゅうたんが広がり、やが
て秋になれば、山栗、クルミ、ギンナン、アケビ、
様
さ ま

々
ざ ま

なキノコ類などが採れる。里山ではあまり見
かけないが、ススタケ、葉ワサビ、行者ニンニクな
ども、富山を代表する山菜であろう。
　いずれにしても、富山湾の新鮮な魚介類ととも
に、富山は「山の幸」の宝庫でもある。四季折々に旬
の山菜を味わうことができる贅

ぜ い

沢
た く

、これも富山の
素晴らしい魅力なのである。

豊富な山の幸

放送局 KNB北日本放送（₁ch）

今月の
放送日 ₄月30日㈰11：45～

テーマ  「令和 5 年度予算
　　　　～コンパクト＆スマートシティ実行予算～」
　コンパクトなまちづくりの深化や、スマートシティの
推進、安全安心なまちづくり、産業基盤の強化、出産・子育
て支援など、今年度市が進める取り組みを紹介します。

市ホームページ（市政情報⇒広報・広聴⇒とやま情報局）


